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１章
しょう

から８章
しょう

は「第
だい

二
に

言
げん

語
ご

教
きょう

育
いく

学
がく

の関
かん

心
しん

に沿
そ

ったバフチン言
げん

語
ご

論
ろん

の仕
し

立
た

て直
なお

し」で、「第
だい

二
に

言
げん

語
ご

教
きょう

育
いく

のための言
げん

語
ご

と心
しん

理
り

について

の理
り

論
ろん

的
てき

研
けん

究
きゅう

」です。そして、9章
しょう

と10章
しょう

はその言
げん

語
ご

観
かん

の日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

と日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

研
けん

究
きゅう

の応
おう

用
よう

例
れい

です。9章
しょう

ではマスターテクスト・ア

プローチという方
ほう

法
ほう

での日
に

本
ほん

語
ご

の教
おし

え方
かた

が具
ぐ

体
たい

的
てき

に提
てい

案
あん

されていま

す。また、10章
しょう

では日
に

本
ほん

語
ご

母
ぼ

語
ご

話
わ

者
しゃ

と日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

のやり取
と

りが

分
ぶん

析
せき

され、母
ぼ

語
ご

話
わ

者
しゃ

の学
がく

習
しゅう

者
しゃ

に対
たい

する支
し

援
えん

について考
こう

察
さつ

されていま

す。そして、これらがどのような点
てん

でバフチンの言
げん

語
ご

観
かん

に則
のっと

ってい

るのかが明
あき

らかにされています。

▽対
たい
話
わ
の中

なか
味
み

では、著
ちょ

者
しゃ

はバフチンとどのような対
たい

話
わ

を行
おこな

ったのでしょうか。

約
やく

10年
ねん

に及
およ

ぶ対
たい

話
わ

をまとめるのは困
こん

難
なん

ですので、筆
ひっ

者
しゃ

にとって興
きょう

味
み

深
ぶか

いところを一
ひと

つだけ紹
しょう

介
かい

しましょう。

まず著
ちょ

者
しゃ

は、ソシュールの言
げん

語
ご

観
かん

、つまり言
げん

語
ご

をラング（社
しゃ

会
かい

的
てき

規
き

範
はん

の体
たい

系
けい

としての言
げん

語
ご

）とパロール（個
こ こ々

人
じん

の個
こ

別
べつ

的
てき

な言
げん

語
ご

）に

分
わ

け、ラングのみを言
げん

語
ご

学
がく

の研
けん

究
きゅう

対
たい

象
しょう

とした言
げん

語
ご

観
かん

に対
たい

するバフチ

ンの批
ひ

判
はん

を辿
たど

ります。そして、バフチンがそれ自
じ

体
たい

を抽
ちゅう

象
しょう

的
てき

、客
きゃっ

観
かん

主
しゅ

義
ぎ

的
てき

、そしてモノロシズムであると述
の

べていることを明
あき

らかにし

ます。その上
うえ

で、「バフチン的
てき

視
し

点
てん

」の根
こん

底
てい

にある「対
たい

話
わ

原
げん

理
り

（ダ

イアロジズム）」が何
なに

かについて考
こう

察
さつ

していきます。それは「こと

ばのやり取
と

りを伴
ともな

う人
ひと

と人
ひと

との接
せっ

触
しょく

・交
こう

流
りゅう

を、そして人
にん

間
げん

の意
い

識
しき

や心
しん

理
り

のあり様
よう

を、そのように対
たい

話
わ

的
てき

にみるという主
しゅ

義
ぎ

あるいは流
りゅう

儀
ぎ

」であり、具
ぐ

体
たい

的
てき

、主
しゅ

観
かん

的
てき

なものであると言
い

うのです。さらに著
ちょ

者
しゃ

は、コミュニカティブ・アプローチを含
ふく

む最
さい

近
きん

までの日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

・日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

学
がく

はソシュール的
てき

なパラダイム（ラングにこだわっ

た教
きょう

育
いく

・研
けん

究
きゅう

）に基
もと

づくものであると批
ひ

判
はん

し、それに代
か

わるパラダ

イムとして「バフチン的
てき

視
し

点
てん

」（個
こ こ々

人
じん

の接
せっ

触
しょく

・交
こう

流
りゅう

からなる「対
たい

話
わ

」を重
じゅう

視
し

すること）を提
てい

案
あん

するのです。

この本
ほん

は、言
げん

語
ご

学
がく

や心
しん

理
り

学
がく

や外
がい

国
こく

語
ご

教
きょう

育
いく

に関
かん

する知
ち

識
しき

や経
けい

験
けん

が

ないととっつきにくいかもしれません。しかし、時
じ

間
かん

をかけてこの

本
ほん

と「対
たい

話
わ

」をしてみれば、必
かなら

ず多
おお

くのことを語
かた

ってくれることで

しょう。

「対
たい

話
わ

原
げん

理
り
（ダイアロジズム）」との対

たい
話
わ

『第
だい
二
に
言
げん
語
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教
きょう
育
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視
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点
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このコーナーの担
たん
当
とう
者
しゃ
：白

しら
井
い
　桂

けい
／日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター専

せん
任
にん
講
こう
師
し

皆
みな

さんは、この本
ほん

はどんな本
ほん

だと思
おも

いますか。題
だい

名
めい

に「第
だい

二
に

言
げん

語
ご

教
きょう

育
いく

」とあるので、私
わたし

達
たち

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

にも関
かん

係
けい

ある本
ほん

ということ

は分
わ

かっても、どんな内
ない

容
よう

なのかは想
そう

像
ぞう

しがたいのではないでしょ

うか。毛
け

色
いろ

の変
か

わった本
ほん

、難
なん

解
かい

な本
ほん

…そんな印
いん

象
しょう

ではないでしょうか。

あとがきで著
ちょ

者
しゃ

は「本
ほん

研
けん

究
きゅう

は、日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

者
しゃ

である筆
ひっ

者
しゃ

とバフ

チンとの約
やく

10年
ねん

にわたる対
たい

話
わ

のまとめである」と書
か

いています。

では、バフチンとは誰
だれ

なのでしょうか。著
ちょ

者
しゃ

はバフチンとどのよう

な対
たい

話
わ

をしたのでしょうか。

▽バフチン

ミ ハ イ ル・ バ フ チ ン（Mikhail Mikhailovich Bakhtin、1895～

1975）は、ロシアの言
げん

語
ご

哲
てつ

学
がく

者
しゃ

、思
し

想
そう

家
か

、文
ぶん

芸
げい

評
ひょう

論
ろん

家
か

として知
し

ら

れている人
ひと

です。著
ちょ

者
しゃ

はバフチンについて次
つぎ

のように書
か

いています。

「大
だい

部
ぶ

分
ぶん

の第
だい

二
に

言
げん

語
ご

教
きょう

育
いく

の実
じっ

践
せん

者
しゃ

と第
だい

二
に

言
げん

語
ご

教
きょう

育
いく

研
けん

究
きゅう

者
しゃ

にとって、

バフチンというのは聞
き

き慣
な

れない名
な

前
まえ

であろう。その一
いっ

方
ぽう

で、バフ

チンとの「対
たい

話
わ

」を試
こころ

みたことのある人
ひと

は、バフチンが言
げん

語
ご

やコミ

ュニケーションや心
しん

理
り

などについて非
ひ

常
じょう

に重
じゅう

要
よう

なことを言
い

ってい

ると感
かん

じたであろう。しかし、同
どう

時
じ

に、その思
し

想
そう

の全
ぜん

体
たい

像
ぞう

は何
なん

とも

捉
とら

えがたいと思
おも

ったにちがいない。」

▽理
り
論
ろん
的
てき
研
けん
究
きゅう
とその応

おう
用
よう
例
れい

本
ほん

書
しょ

の構
こう

成
せい

を紹
しょう

介
かい

しましょう。

第
だい

１章
しょう

言
げん

語
ご

へのバフチンの基
き

本
ほん

的
てき

視
し

線
せん

第
だい

２章
しょう

抽
ちゅう

象
しょう

的
てき

客
きゃっ

観
かん

主
しゅ

義
ぎ

批
ひ

判
はん

から発
はつ

話
わ

の言
げん

語
ご

論
ろん

へ

第
だい

３章
しょう

人
にん

間
げん

の主
しゅ

観
かん

的
てき

心
しん

理
り

第
だい

４章
しょう

ヴィゴツキー心
しん

理
り

学
がく

から見
み

た第
だい

二
に

言
げん

語
ご

の習
しゅう

得
とく

第
だい

５章
しょう

ことばのジャンルと言
げん

語
ご

の習
しゅう

得
とく

第
だい

６章
しょう

言
げん

語
ご

活
かつ

動
どう

従
じゅう

事
じ

に関
かん

与
よ

している知
ち

識
しき

は何
なに

か

第
だい

７章
しょう

形
けい

象
しょう

世
せ

界
かい

における自
じ

己
こ

創
そう

作
さく

第
だい

８章
しょう

対
たい

話
わ

と対
たい

話
わ

原
げん

理
り

第
だい

９章
しょう

基
き

礎
そ

日
に

本
ほん

語
ご

の学
がく

習
しゅう

と教
きょう

育
いく

における自
じ

己
こ

と言
げん

語
ご

第
だい

１０章
しょう

母
ぼ

語
ご

話
わ

者
しゃ

による第
だい

二
に

言
げん

語
ご

話
わ

者
しゃ

の語
かた

りの支
し

援
えん


